
●より充実したページ作りのため、予定企画を変更することがあります。

小さな子どもたちの集中力に合わせたページ数と文字数で、
日本と世界の名作をお届け！

小さな子どものための 名作シリーズ

定価：370円
（本体336円＋税10％）

あかずきん
文／岡  信子
絵／おおでゆかこ

文／ながさきももこ
絵／あおきひろえ

森でおおかみに出会ったあかずきんは、
おおかみの悪だくみに気づかず…。
ドキドキする物語です。

桃から生まれた桃太郎が、
鬼が島へ鬼退治に行きます。
前へ前へとすすむ物語です。

お昼ごはんのおむすびが、
ころころ転がって
穴に落ちてしまいます。
追いかけたおじいさんが
見たものは…。
リズム感溢れるお話。

ももたろう

おむすび 
ころりん
文／ながさきももこ　絵／林  るい

文／ながさきももこ　絵／林  るい
おむすび ころりん

転がったおむすびを追いかけて、穴に落ちた
おじいさん。そこは、ねずみたちの家でした。

文／岡  信子　絵／おおでゆかこ
あかずきん

おばあさんの家へお見舞いに行く途中、おお
かみに出会ったあかずきん。おおかみの悪だ
くみから逃れられるでしょうか。

文／ながさきももこ　絵／あおきひろえ
ももたろう

桃から生まれた桃太郎は、強く勇敢な青年に
成長しました。そして、犬とさるときじを率い
て、鬼が島へ鬼退治に出かけます。

文／岡  信子　制作／かろくこうぼう
おおきな かぶ

おじいさんが育てた、大きなかぶはなかなか
抜けません。家族が協力して、かぶを抜こうと
するたび、楽しいかけ声がかかります。

文／高橋尚子　絵／冬野いちこ
うみの みずは なぜ からい

文／岩倉千春　絵／まなかふみこ
３びきの くま

朝、散歩に出かけた３びきのくまたち。留守
の間に女の子が迷い込んだから、食事もベッ
ドも大変なことに！

文／ちせまゆこ　絵／高沢幸子
さると かに

素直なかには、ずる賢いさるにだまされ死ん
でしまいます。かにの子、うす、はち、どんぐ
り、牛のふんが、かにの敵討ちに向かいます。

文／高津美保子　絵／上原ユミ
ブレーメンの おんがくたい

家を追い出された、ろばと犬と猫とおんどり。
４匹はブレーメンで音楽隊になろうと、旅に
出ることにしました。

文／ぬまがみなこ　絵／はやしらん
じゅうにしの はじまり

昔、神様が動物たちに、新年のあいさつに来
た1～12番目の動物を一年のリーダーにする、
といいました。十二支の由来がわかるお話。

文／渡辺節子　絵／島田コージ
てぶくろ

雪の森の中に片方が落ちていた手袋。そこへ
ねずみが入り、かえるが入り、うさぎが入り…
と、次々に動物がやってきて、手袋は満杯！

文／岡  信子　絵／柿田ゆかり
つるの おんがえし

罠にかかったつるを若者が助けた数日後、美
しい娘が若者の家へやってきます。毎晩、布を
織るその娘の正体は、実は…!?

文／岩倉千春　絵／小倉正巳
きたかぜと たいよう

旅人を相手に、北風と太陽が力比べをはじめ
ます。旅人の服を脱がせることができるの
は、どちら？

いろいろな物を出すことができるという、宝
のうす。うすが海に沈んで塩を吹き続けてい
るため、海の水が塩辛いといういわれ話。

　　　　　　　　を
動画でチェック！
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